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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
外部から任意に入力される信号に基づいて内視鏡の次の使用予定日を表示する使用予定日
表示手段と、上記使用予定日を過ぎたときに上記使用予定日表示手段における上記使用予
定日の表示を終了させる使用予定日表示消去手段とを設けたことを特徴とする内視鏡。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
この発明は内視鏡に関する。
【０００２】
【従来の技術】
内視鏡は一般に、可撓管状の挿入部の基端に操作部が連結され、光源装置に着脱自在に接
続されるコネクタ部が、操作部から延出する連結可撓管の先端に取り付けられた構成にな
っている。
【０００３】
【発明が解決しようとする課題】
中規模以上の病院においては、同じ内視鏡を複数の医者が使うのが普通であり、次の使用
予定日に自分が確実に使用できるようにしておく必要がある。
【０００４】
そこで従来の内視鏡では、その内視鏡の次の使用予定日をノートやパーソナルコンピュー
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タ等に書き込む等の手段を講じていたが、次の使用予定日を確認するためには、その度に
ノートを開いたりコンピュータ操作をしなければならないので、非常に面倒であった。
【０００５】
そこで本発明は、同じ内視鏡を別々の医者が使用スケジュールに重複して入れてしまうよ
うなことをなくすために、ノートを開いたりコンピュータ操作をすることなく、内視鏡の
次の使用予定日を簡単に確認することができる内視鏡を提供することを目的とする。
【０００６】
【課題を解決するための手段】
上記の目的を達成するため、本発明の内視鏡は、外部から任意に入力される信号に基づい
て内視鏡の次の使用予定日を表示する使用予定日表示手段と、使用予定日を過ぎたときに
使用予定日表示手段における使用予定日の表示を終了させる使用予定日表示消去手段とを
設けたものである。
【０００７】
【発明の実施の形態】
図面を参照して本発明の実施例を説明する。
図１は、本発明の実施例の内視鏡１０と光源装置３０を示しており、内視鏡１０の可撓管
状の挿入部１１の基端に操作部１２が連結されている。
【０００８】
光源装置３０に着脱自在に接続されるコネクタ部１４が、操作部１２から延出した可撓性
連結管１３の先端に取り付けられている。１５はライトガイドコネクタ、１６は電気信号
コネクタであり、コネクタ部１４の側面には、例えば液晶表示器等からなる表示器２０が
外部から見えるように取り付けられている。
【０００９】
光源装置３０には、光源ランプ３１の他、ＭＰＵ（マイクロプロセッサ）等を含む制御部
３２が内蔵されて、内視鏡１０の電気信号コネクタ１６が着脱自在に接続されるコネクタ
受け３３が設けられ、入力用のキーボード３５が制御部３２に接続されている。
【００１０】
このような光源装置３０に内視鏡１０のコネクタ部１４が接続されると、光源ランプ３１
から照射される照明光がライトガイドコネクタ１５に入射し、電気信号コネクタ１６とコ
ネクタ受け３３との接続部を介して制御部３２が内視鏡１０側の回路と接続される。
【００１１】
図２は、内視鏡１０のコネクタ部１４が光源装置３０のコネクタ受け３３に接続された状
態の電気配線ブロック図であり、内視鏡１０に内蔵されたマイクロコンピュータ（マイコ
ン）２１と制御部３２とが、図示されていないインターフェイス等を介して接続されてい
る。
【００１２】
内視鏡１０においては、表示器２０の他、不揮発性のメモリ２２、タイマー２３等がマイ
クロコンピュータ２１に接続されており、内視鏡１０が光源装置３０に接続されていない
時でも、表示器２０の表示、マイクロコンピュータ２１の稼働及びタイマー２３による計
時等を持続させるための充電池２４も取り付けられている。
【００１３】
次に、上記実施例の動作を、内視鏡１０側のマイクロコンピュータ２１のソフトウェアの
内容を示すフロー図である図３をも参照して説明する。図３におけるＳはステップを示し
ている。
【００１４】
内視鏡の次回の使用予定日がキーボード３５から入力されたら（Ｓ１）、それを読み込ん
でメモリ２２に格納し（Ｓ２）、その使用予定日を表示器２０に表示して（Ｓ３）、その
状態を維持する。
【００１５】
そして、タイマー２３による計時結果との比較から（Ｓ４）、使用予定日が過ぎるまでは
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表示器２０への表示を維持し、使用予定日が過ぎたら表示器２０の表示とメモリ２２の格
納内容を消して終了する（Ｓ５）。
【００１６】
このようにして、任意に入力された使用予定日が過ぎるまで、その内視鏡１０の使用予定
日が表示器２０に表示され続けるので、その日には使用予定日の入力者が優先使用するこ
とができる。
【００１７】
なお、本発明は上記実施例に限定されるものではなく、例えば使用予定日の入力を内視鏡
１０において行えるようにしても差し支えない。
【００１８】
【発明の効果】
本発明によれば、任意に入力された使用予定日が過ぎるまで、内視鏡に設けられた使用予
定日表示手段にその使用予定日が表示され続けるので、ノートを開いたりコンピュータ操
作をすることなく内視鏡の次の使用予定日を簡単に確認することができ、同じ内視鏡を別
々の医者が使用スケジュールに重複して入れてしまうようなことを容易に回避することが
できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例の内視鏡と光源装置の略示図である。
【図２】本発明の実施例の内視鏡と光源装置が接続された状態の電気配線ブロック図であ
る。
【図３】本発明の実施例の内視鏡側のマイクロコンピュータのソフトウェアの内容を示す
フロー図である。
【符号の説明】
１０　内視鏡
１４　コネクタ部
１６　電気信号コネクタ
２０　表示器（使用予定日表示手段）
２１　マイクロコンピュータ（使用予定日表示手段）、（使用予定日表示消去手段）
２２　メモリ
２３　タイマー（使用予定日表示消去手段）
３０　光源装置
３３　コネクタ受け
３５　キーボード
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